
各系列の到達目標について

立体造形系

 

写真系 
 

絵画系 絵画表現における基礎的知識を磨きつつ、幅広い素材に対する理解やそれらが生み出す様々な技法を
習得していく。それに基づいて、型にはまった表現にとどまらず自ら思考し、自分の感性に合う造形
表現を見つけていくことを到達目標とする。

自己と向き合い、立体造形を産み出す感性を持ち、作品の制作に取り組むことが出来る。立体制作の
基礎的理解を深め、素材の知識を身に付け、機械や道具類の取り扱いを含めた技法を修得し、豊かな
表現力を持った人材となることを到達目標とする。

写真芸術の様々な表現様式と技術、さらに美学的概念を研究し、表現としての知識を修得す
る。そして、様々な実用的な写真分野(コマーシャル、ファッション、雑誌、新聞、人物)の
現場で積極的に実力を発揮できることを到達目標とする。

グラフィック
デザイン系

 
 

アニメーション
・映像系 

  

イラストレー
ション系

文字や画像、配色などを使用した視覚伝達デザインについて基本的理解を深める。アナログ
手法とデジタル技術の両面から表現力を高め、視覚伝達媒体を制作するための思考力、知識、
技術の修得を到達目標とする。

アニメーションや実写を利用した時系列展開について基本的理解を深める。映像機器類、
ソフトウェアの操作技能を高めるとともに、多彩なアプローチから映像作品を制作し、映像
文化に貢献できることを到達目標とする。

自己の制作における柔軟な発想力や感覚を磨き、平面、立体、デジタル作品までの多岐に
わたるイラストレーションを幅広く学び、感覚に頼らない実用性のあるイラストレーション
作品の制作力と技法を修得することを到達目標とする。

インテリア
デザイン系

 

プロダクト
デザイン系

ファッション
デザイン系

陶芸系

 
 
 

人々の暮らしと密接に関わる道具や生活空間のデザインについて学び、素材や材料、条件や
目的などの制約から、機能的に優れ造形的にも美しく、与えられた条件に相応しいものを
企画・設計し提案するための知識と技術の修得を到達目標とする。

暮らしと密接に関わる家具と道具のデザインを学び、現代および未来の生活に寄与する製品
を企画・設計・提案する知識と技術の修得を到達目標とする。それにより問題解決力のある
設計者や物の価値を見極められる知識ある消費者になることを目指す。

ファッションデザインの基礎技術やアパレル企業の実践的な知識を修得し、テキスタイル
デザインを通して素材や技法についての理解を深め、自己の感性を表現する力を身につけ、
豊かな文化創出の担い手となることを到達目標とする。

ロクロによる「水ビキ」の技法を中心に、陶芸の成形技法を習得し、陶土の種類や釉薬の種類
など、陶芸素材に対する知識を深め、そのあつかいに習熟することによって、日々の暮らしに
彩りを与え、学生各々の感性を活かした作品を作り出すことを到達目標とする。


